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１．はじめに 

国土交通省所管のダムは、現在、管理開始後30年

以上を経過したダムが全体の約40%を占めているが、

これまで多数のアンカーが設置されてきている。各

ダムにおいて定められているダム点検整備基準に基

づき適切にダム施設の維持管理が実施され、これま

でアンカーの劣化等により、ダムの安全性や機能に

影響が生じたことはない。しかしながら、その一部

ではあるものの、アンカーの劣化が顕在化している

事例がみられる。 

ダムにおけるアンカーの維持管理については、主

要な構造が不可視部であること、地盤用アンカーの

点検手法等が参考にはされているが、点検方法や頻

度が各現場によって大きく異なること等の課題があ

る。そこで、アンカーを適切に維持管理し、その機

能を保持していくために、望ましい点検のあり方に

ついて検討を行っている。 

２．ダムにおけるアンカーの維持管理上の留意点 

本検討では、ダムのゲート等に作用する荷重を堤

体コンクリート等に伝達するための固定部や堤体基

礎岩盤の補強に施工されたアンカー等、ダムの安全

及び機能上特に重要なものを対象としている。 

国内外のアンカー維持管理に関する文献調査と国

内のダムのアンカーの劣化・補修事例の調査結果、

及び実際のダムでの試行点検結果を整理した。その

結果得られた維持管理における留意点のうち主要な

ものを以下に示す。 

(1)外観・頭部：既往のアンカー破断事例の半分以上

はアンカー頭部で起きており、この箇所の維持管理

は最も重要である。頭部背面の腐食状況や防水機能

の確保に注意が必要である。工業用内視鏡を用いて

頭部背面を確認する手法が開発されつつある。 

 

 

 

 

 

 

図-1 ダムの基礎岩盤補強部アンカーの例 

 

 

 

 

 

 

図-2 試行点検で実施したリフトオフ試験の状況 

(2)緊張・定着：緊張材周辺をグラウト材で固着しな

いアンボンドタイプの場合は、定期的にリフトオフ

試験等にて残存緊張力を確認する。緊張材をグラウ

ト材で固着するボンドタイプでは、緊張力を計測す

ることが困難であるが、超音波による探査法によっ

て緊張力の状況を確認する手法がある。 

(3)防食・防錆：旧タイプアンカー(1988年改定の地

盤工学会指針が適用されていないもの)は防食機能

が劣っており、腐食に対して注意が必要である。緊

張材は、一見健全でも小さい損傷が突然に破断まで

に発展する「遅れ破壊」現象が起きる場合もあり注

意が必要である。 

３．今後の予定 

文献調査、事例調査、実態調査の結果を踏まえて、

より適切、合理的な維持管理を目的とした「ダムに

おけるアンカーの点検マニュアル」として取りまと

め、ダムの維持管理の実務の中で活用できるように

する予定である。 
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１．はじめに 

ダムの耐震性能照査に際して設定する地震動につ

いては、ダムサイトで計測された地震動記録を基に

作成された距離減衰式1)（経験的手法）を用いるこ

とが多く行われてきているが、政府機関の断層調査

により新たな知見が集積されていること等もあり、

半経験的手法を用いることで、より詳細な震源等の

情報を考慮して設定することも行われている。そこ

で経験的手法と半経験的手法による推定値と実測値

との対応関係について詳細な分析を行うことで両手

法の適用性について言及を行い、設定外力の精度向

上を目指す。 

２．ダムにおける地震動の設定方法 

 一般に、ある地点での地震動の性質は、震源特性、

伝播経路特性、地盤増幅特性の3つの要素の組合せで

表現される（図－1を参照）。 

 

図－1 地震動の3要素 

地震動の予測手法は大きく、経験的手法、半経験

的手法、理論的手法に分類される。各手法による地

震動の設定方法の特徴を表に示す。 

表 地震動予測手法の特徴 

手法 特徴 
経験的手法 過去の地震記録に基づき、地震規模と距離をパラメータとした回帰式

を作成し、地震動の最大加速度や応答スペクトルを推定する。 

半経験的手法 大地震と同じ震源域の中小地震記録を大地震と小地震の間に成り立

つ相似則を満足するように断層の破壊過程に合わせて重ね合わせる

ことによって、大地震の地震動を合成する経験的グリーン関数法や、

小地震を人工的に作成する統計的グリーン関数法がある。 

理論的手法 震源モデル及び地下構造モデルの仮定に基づく理論的方法で、地震動

の3要素（特性）を理論的に数式で評価し、地震動を推定する方法。 

３．経験的手法の課題 

特定の地震のタイプ、地震の発生地域の特性によ

っては、ダムで用いられている距離減衰式による計

算値と実測値とに差が大きい場合があること（図-2

のような事例）が明らかになりつつあり、経験的手

法を用いる場合の留意点整理が必要である。 

凡 例
緑：観測値（水平方向2成分）
青：計算値（プレート内地震型、震源深さ考慮）
赤：計算値（プレート内地震型、震源深さ考慮なし）
※計算値について、実線が平均、破線が平均±標準
偏差を示す。

 

図－2 経験的手法と実測値（スペクトル）の比較 

４．今後の予定 

過去のダムでの地震動データとの比較、および地

震動データ収集範囲等を考慮して、距離減衰式によ

る地震動設定における留意事項を検討する。また半

経験的手法により計算された地震動との比較を実施

し、ダムサイト用の地震動設定する上での、経験的

手法および半経験的手法の適用性に関する整理を行

っていく。 
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